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オープンスペースの使い方について 資料６－３

使い方

備えるべき性能・機能など

【基本方針】
• 一定のルールの下で、原則使い方は利用者の自由とします。
• 平常時は原則予約等を不要としますが、イベント等での利用対応も検討します。

【基本方針】
• 歓談、読書、学習（自習）、展示（発表）、一人で静かに過ごすなど、一人からグループ
まで、各人が思い思いに利用できるよう、様々な設備・家具・備品を用意する

• 基本的な機能は共通とし、使い方に大きな差が出ないようにしつつ、施設の配置や利用者
の特性に応じた個性を持たせる

【使い方について（案）】
• 公序良俗に反する行為や、周りの利用者に迷惑を掛ける行為、商談や勧誘などの営利目的での利用は禁止
• 長時間に渡る座席の利用などが認められた場合は、予約制の導入などを検討する（自習利用）
• お祭りやイベント開催（例：公民館まつりなど）のために、オープンスペースの貸切利用を検討する

【性能・機能の考え方】
• 各敷地、各フロアには、テーブル、椅子、ソファなどの家具の設置や、展示用のピクチャーレール等を装備する
• その上で、フロアの利用特性に応じ、用途を限定しない範囲での個性付けを行っていく
例：敷地A建物の2Fは、自習用のカウンターテーブルやグループ学習用のテーブル等を充実させる

敷地A建物の1Fは、図書館の本をゆったり読める一人用ソファや調べ物ができるテーブルなどを充実させる
敷地B建物の2Fは、公民館利用者が利用前後に歓談できるよう、多人数掛けのソファを充実させる 等



2

オープンスペースの使い方のイメージ（利用シーン）

コミュニケーションの場として

くにたち未来創造拠点 矢川プラス（国立市）

下関市安岡地区複合施設 やすらガーデン（山口県下関市）

安城市中心市街地拠点施設 アンフォーレ（愛知県安城市）

まちなかリビング北千里（大阪府吹田市）
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オープンスペースの使い方のイメージ（利用シーン）

学習・自習・読書の場として

大宮図書館（さいたま市）

くにたち未来創造拠点 矢川プラス（国立市）

中心市街地中核施設 MallMall（宮崎県都城市）

文化・子育て複合施設 おにクル（大阪府茨木市）
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オープンスペースの使い方のイメージ（利用シーン）

展示・表現・発表の場として

まちなか交流センター くるる（栃木県那須塩原市）

くにたち未来創造拠点 矢川プラス（国立市）

文化・子育て複合施設 おにクル（大阪府茨木市）

市民交流センター Ｔｅｔｔｅ（福島県須賀川市）

壁面への
ピクチャーレール

壁面への
ピクチャーレール

ブースタイプの
可動ギャラリー

可動式
ピクチャーパネル

展示用
テーブル
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オープンスペースの使い方のイメージ（利用シーン）

イベントの場として

公民館まつり（日野市HPより） 市民交流センター Ｔｅｔｔｅ（福島県須賀川市）

ミニ
コンサート

※音響利用を対応可とするかは今後検討

公民館まつりを
オープンな場で
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